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高い評価を受け、 WrittenLanguage and Literacyという学会誌に掲載されている事実からも示唆される。
本論文の二つの主眼のうち、第一に関しては、従来の諸説を包括的に整理し、多くの例をもとにそれらの
優劣を仔細に検討する議論には説得力があり、これがこの問題に関する今後の研究において避けて通れない
知見となることは間違いない。第二の主眼に関しては、著者が提案する分析には文法研究の面からも興味深
い点がある。今後、文字表記と文法のインターフェースの研究へと発展する可能性を秘めており、注目に値
する。このように、本論文は、日本語表記体系に関与する言語単位と表記単位を分析し、人類史上もっとも
複雑な表記体系の原理を解明する試みとして高く評価される。
ただし、本論文に問題点がないわけではないD まず、本論文は日本語の表記体系に特化した内容となって
いるが、この穫の議論により説得力をもたせるためには、世界の言語の表記体系も含めてより一般言語学的
視点から論じる必要がある。たとえば、本論文では、モーラが仮名表記の基本単位であると主張するが、仮
にこれが呂本語にしか見られない特徴であるとしたら、日本語のためだけに文字にそのような類型を想定す
べきかどうか議論の余地があろう。また、本論文では平仮名と片仮名を基本的に同じ体系として扱っている
が、両者の間には微妙な違いも見られる。その点で、本論文における片仮名の扱いにはやや不満が残る。さ
らに、本論文は現代日本語の表記体系をもっぱら共時的に論じるが、文字はその性質上、純粋に共時的に研
究することが困難である。したがって、過去の日本語における表記体系も視野に入れ、現代の表記体系がど
のようにして成立したかに踏み込む必要もある。
しかし、上記の問題点はいずれも著者自身によって今後の課題として自覚的に受け止められており、本論
文の学術的価値を損なうものではない。
平成 24年 1月13日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。
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